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Rocheleは夜,西風と共に ｢私｣の許を訪れる ｢希望の使者｣が e`termal






























































































































































































































































































































して S`pirit'が暗示されている｡その S`pirit'の g`loriohseye'(1.45)を求
める烈しさは,対極性を和解させよう,対立を超えようとする必死さと重なり
あうように思う｡そしてこの願いは,｢わが天国｣を目の前にして地獄の苦し
みに悶えるHeathcliffのように天国の至福と地獄の苦悩を一瞬のうちに体験
した囚人をうたった詩 (No.190)を読むと,成就されたことがわかるのであ
る｡その詩の一部を引用してみよう｡
And一obedinfiresofHel,0rbrightwithheavenlyshine
lfitbutheraldDeath,thevisionisdivine (No.190,l.91-92)
｢それが死の使いであろうと,その幻影は神聖である｣という表現は,｢幻な
るもの｣への欲望と懐疑の間を揺れ動いてきた詩人の不確かな信頼というもの
ではなく,断固たる信仰への意志というものを伝えていることと同時に,群が
り変化し続けた v`isions'のぎわめきが静まったという印象を与える｡引用し
た箇所は,顕現した ｢真実｣が一瞬のうちに消滅し,囚われているという意識
の地獄の中で苦悶に攻めたてられたという囚人Rocheleの告白する内容の後
に続く詩句であるが,この引用した詩には,悲嘆や激しい苛立ちの感情や胸の
ざわめきの跡がみられないこと,そして,これが注目されてよい点であると思
うが, v`isions'から v`ision'という単数形へと変化していること,を考えあ
わせると,Emilyのなかの神々の闘いは終わり,完き静寂が訪れようとして
いること,心の全体性を獲得しつつあるということを感じさせる｡
･‥.thevisionisdivine/と言いきるには,しかるべき理由があるはずであ
るが.それはすでに言及した体験,人の眼には ｢見えざるもの｣が顕現したこ
と,すなわちそれを ｢見た｣という体験に求められるだろうと思う｡これは
G`ondal'の人物である女囚によって語られる体験であるという設定にはなっ
ているが,作者 Emilyの体験とのつながりを強く意識させずにはおかない｡
ThendawnstheInvisible,theUnseehitstruthreveals;
Myoutwardsenseisgone,myin心ardessenとefeels- (l.81-82)
とあるように,｢隠れたるもの｣の真実の姿を捉えたものは ｢わが内なる精鮭｣
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である.実在は外的感覚を超えた領域まで導かれなくては捉えることができな
いものであり,それは可視領域の彼方にあり,従って,外的存在として ｢見｣
られるものではなく,内在するものであり,感じられるものであるということ
を女囚の体験は暗示している｡S`pirit'の ｢輝くまなざし｣を求めて ｢天国を,
地獄を,そして大地や大空｣(No.181)を生涯探し続けてきたとEmilyはう
たったが,それ以上に深淵なるものを自己の内なる世界に見出したのである｡
すなわち,自己の魂の奥深くに秘む未知なるもの,永遠なるもの,知られざる
神性を｡それは,自己の存在の奥深きところに迷いながらも本然たる自己を求
めて歩み続けたEmilyにこそ与えられてしかるべき最高の祝福といえよう｡
そしてついにEmilyは1846年1月2日 ｢わが内なる神｣(No.191)との隔合
の快惚境を曇りなき声でうたうことができたのである｡
ここに至るまでの,苦しみに満ちた自己探求の道程には,Emilyが詩の中
で表現を与えた様々のimageが散りばめられている｡それぞれに異る光を放
つimageの一つ一つがEmilyが自己の中心へと近づくにつれ,変化し,より
深淵なる真実の世界,永遠なる世界を映し出すまばゆいばかりの統一的 vi-
Sionへと収束していったと思うのである｡その完全なるYisionを見たいとい
う,Emilyの詩の中から聞こえる魂の叫びは,人間性の限界を超克し,lan
existenceofyoursbeyondyou'7を獲得し飛和の夢を実現しようとするEmily
の意志を響かせて鳴りやまない｡
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